
パフォーマンス・インプロビゼーション ラボ in あいち

2023年3月29日(水)　
　　　　〜4月2日(日)
場所　旧 門谷小学校
（愛知県新城市門谷宮下26）
参加費　40,000円
 (研究会、食費（昼・夜）、
　宿泊費、寝具、暖房費込)
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CIあいちは、大好きなCIを深めながらもダンスや人生ををパフォーマン
スに繋げていくパフォーマンスインプロビゼーションを発信したいと考
えています。

講師のお二人は、日本でも珍しい、即興で作品を作っている勝部ちこさ
ん、鹿島聖子さん。

さまざまなバックグラウンドを持つ人々が集まって、それぞれの物語を
紡いでいく。

「この瞬間に生まれる即興が好き」「即興にはそれぞれが存在を認めあ
える場がある」。
それぞれの目的や思いを持ち寄り、パフォーマンスを通じてお互いの存
在を認め合う、そんな場になったらいいなと思います。



CIあいち一同（甲村三奈代、島田真帆、高木理恵、てらにしあい）

踊ることは、生きること

主催：CIあいち　協力：谷 陽子　加藤 晶絵 お問合せ：dancec.i.aichi@gmail.com (CIあいち)

かどや

しんしろ かどや



お食事は、「明日のごはん料理教室」主宰の谷陽子さんにお願いし、ベジメニュー
をご用意します！「食べることは、生きること。」をモットーに、安心・安全な旬

の食材を使った谷さんのお料理を、みんなで美味しくいただきましょう。

【研究会で取り組むこと】（例）

【スケジュール】（例）



食べることは、生きること

４日目には公開ワークショップ
（プチ・ショーイング）
を行い、じっくりと振り返ります。

シーンの紡ぎ出し方 ダンスと出来事のバランス

終わりの見つけ方

即興なんだけど「作品」なんだという目標

etc...



コンタクト・インプロビゼーショングループCIcoは2000年、勝部ちこを中心に東京に設立。
「コミュニケーション」「身体」「社会性」についての研究、国際フェスティバル参加や日本
での開催など国内外で多岐にわたりCIの活動を展開。 東日本大震災などを機に勝部と鹿島聖
子は、憧れていた田舎生活を実現すべく2012年、東京から鹿児島県伊佐市に移住。「芸術と
自然と人間の生活」をテーマに、実践とそれが可能な環境づくりを目指し、ダンスアーティス
トの新しい社会的役割を見出している。 アジア４カ国で共同するi-Dance Festival の日本主
催者として2013年よりi-Dance Japanを隔年開催。乳幼児の芸術体験を目的とした公演、地
域住民と協働するイベントの開催、TEDxKagoshimaやPechakucha Kagoshimaに登壇、熊本
地震復興支援チャリティー公演開催、霧島アートの森美術館での「アートの日」総合プロデュ
ース、コンタクト・インプロビゼーションのワークを応用した福祉施設の採用試験の実施、
日々の生活を豊かにするためのダンスの提案（大人の身体哲学ダンスワークショップ）、鹿児
島県ユニークベニュー活用促進事業において霧島アートの森を舞台にアートイベント実施な
ど、地域と連動する芸術活動の発信と、国際交流事業の展開を行っている。 2020年以降は、
新型コロナウィルスのパンデミックにより、移動を伴わないコラボレーションや、ふれあいの
あり方を模索。人間に本来備わる機能や性質が、ウィルスによる急激な変化とどのように折り
合い乗り越えるのか。その答えが身体の芸術であるダンスにあると信じて、鹿児島からの提案
を目指す。 

講師プロフィール

コンタクト・インプロビゼーショングループCIco

勝部ちこ　　鹿島聖子 



も っ く る 新 城 ま で の ア ク セ ス

ジェイアールバス　高速バス　時刻表



藤が丘�⇔�新城�時�刻�表

中部国際空港セントレア空港バス　時刻表




